
№-８１ ： 熊本県宇城市
う き し

（旧小川
お が わ

町）（人口：５９,７２０人）   

（１）最寄りの交通機関と所要時間 

受入主体の宇城市（旧小川町） 
①ＪＲ鹿児島本線 小川駅（ＪＲ熊本駅～小川駅：２０分）から徒歩３０分、タクシー１０分 
②阿蘇くまもと空港⇒各種バス⇒高速バス停「益城インター口」⇒高速バス停「氷川高塚」⇒
徒歩１５分、タクシー１０分 

（２）事業実施の目的等 

・高齢化し、寂しくなりつつある商店街に若者の新しい息吹を入れる。 
・若い世代のセンスや考え方を、今後の地域づくりに生かし、本事業以後も進展状況 
等の相談・連絡を取られるような繋がりを作る。 

・活動拠点である古民家「塩屋」が熊本地震により大きな被害を受けるなど、スタッフの高齢
化もあり維持管理が難しくなっているため、若い世代と一緒に、次の世代へ繋げていく取組
を行う。 

（３）体験の内容 

・築１１０年になる商家（古民家）の「屋根の修繕」と「庭園造り体験」 
 ※古民家「塩屋」：明治３９年（１９０６年）に建てられた土蔵白壁の商家 
・塩屋を拠点に活動する地元のお母さんたちとの創作料理作り・伝統料理体験 
・地元住民や子どもたちとの地域づくり談義 

（４）受入主体               （５）受入期間 

風の会 通年（３泊４日） 

（６）応募上の注意 

※費用負担 

現地までの交通費： 自己負担 
宿泊費：無料 
食事代： 原則自己負担（料理体験等により無料になることがあります。） 

①要  件 
・古民家に興味があり、土いじりや簡単な修繕を楽しめる人 
・地元の元気な“パワフル”お母さんたちや田舎料理に興味がある人 
・３泊可能な人 

②応募締切り 随時 

③宿泊施設 風の館・塩屋（古民家で寝泊まりします。） 

④食事形態 
・塩屋内のピザ釜（地域の子どもたちと製作）で石窯ピザや石窯パン作り体験 
・煮しめなど地元のお母さんたちと地域の伝統料理や創作料理作りを体験 
 自分で体験し、作った手料理を味わいます。 

⑤そ の 他  
火鉢など、昔ながらの暖房器具はありますが、冬場は寒いので暖かい恰好で。 
入浴できます。 

（７）地域担当者から一言 

風の館・塩屋は、平成１０年に地元小川町の女性グループ「風の会」が改修した古民家です。
風の会はこの蘇った塩屋を中心に、地域のボランティアや商工会と地域全体の振興を考えたイ
ベントや活動を続けています。現在では、多くの人や団体が塩屋を拠点に、地域を更に元気に
しようと活動を広げています。「古民家改修」・「地域づくり」・「田舎暮らし」このような言葉に
惹かれる方は、ぜひ一度足を運んでみてください。元気で、素敵なお母さんたちが新たな出会
いを楽しみに待ってます！ 

（８）お問合せ先 

自治体名 宇城市（うきし） 担当部署 企画部 まちづくり観光課 

(ふりがな) みやはら いたる 

担当者氏名 宮 原  至 
TEL：0964-32-1906（直通） 
FAX：0964-32-2222 

E-mail：machizukurikankoka@city.uki.kumamoto.jp    
※件名に「若者の地方体験交流」と記載ください 

URL：http://www.city.uki.kumamoto.jp/ （宇城市役所） 
     http://www.geocities.jp/kazenoyakata_408/index.html（風の館・塩屋） 

応募宛先 〒869-0592 熊本県宇城市松橋町大野８５ 
宇城市役所 企画部 まちづくり観光課 

 

若者の地方体験交流 募集概要 
（費用負担等の詳細は下記問い合わせ先に確認ください） 


